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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
～
Ｂ
Ｔ
Ｔ
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
８
３
４
Ｘ

【
作
者
名
】

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
武

【
あ
ら
す
じ
】

　
風
の
吹
く
街
『
風
都
』

こ
の
街
に
は
伝
説
が
あ
る
。

『
街
に
吹
く
風
が
悲
し
み
に
染
ま
る
時
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
仮
面
ラ
イ
ダ
ー

が
現
れ
悲
し
み
を
拭
い
去
る
』

今
、
新
た
な
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
の
物
語
が
幕
を
開
け
る
。
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『
『
さ
ぁ
、
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
！
』
』
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番
組
宣
伝
（
前
書
き
）

や
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。

取
り
敢
え
ず
、
番
組
宣
伝
み
た
い
な
物
で
す
。
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番
組
宣
伝

風
の
吹
く
街
『
風
都
』
…
…

こ
の
街
に
は
伝
説
が
あ
る
。

街
に
吹
く
風
が
悲
し
み
に
色
ど
ら
れ
た
時
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
仮
面
ラ
イ
ダ

ー
が
現
れ
悲
し
み
を
払
う
…
…

こ
の
街
に
何
年
か
前
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
伝
説
だ
。

そ
し
て
、
今
日
も
ま
た
風
都
の
風
が
悲
し
み
に
染
ま
る
。

『
行
く
ぜ
？
セ
リ
カ
』

『
オ
ー
ケ
ー
だ
よ
。
リ
ュ
ウ
く
ん
』

二
人
の
男
女
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
の
よ
う
な
物
を
構
え
、
メ
モ
リ
に
付
い
て

い
る
ボ
タ
ン
を
押
す
。

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
』

『
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

『
『
変
身
！
』
』

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

今
、
新
た
な
Ｗ
の
物
語
が
幕
を
開
け
る
。

『
『
さ
ぁ
、
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
！
』
』
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番
組
宣
伝
（
後
書
き
）

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
書
い
て
い
き
ま
す
。
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
（
前
書
き
）

主
人
公
『
左
龍
星
』
と
『
セ
リ
カ
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
で
す
。

オ
マ
ケ
で
探
偵
事
務
所
の
所
長
こ
と
お
や
っ
さ
ん
『
鳴
海
宗
一
』
の
設
定
も
あ

り
ま
す
。

メ
モ
リ
の
説
明
は
公
式
サ
イ
ト
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
ま
し
た
。
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定

【
左
　
龍
星
】

身
長
２
０
０
セ
ン
チ
。

体
重
９
５
キ
ロ
。

風
都
の
『
鳴
海
探
偵
事
務
所
』
に
居
を
構
え
る
引
き
締
ま
っ
た
身
体
を
持
つ
探

偵
。

心
優
し
き
ハ
ー
フ
ボ
イ
ル
ド
。

ビ
ギ
ン
ズ
ナ
イ
ト
の
際
に
出
会
っ
た
 

不
思
議
な
少
女
『
セ
リ
カ
』
と
共
に
二

人
で
一
人
の
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
『
Ｗ
』
に
変
身
す
る
。

決
め
台
詞
は
『
さ
ぁ
、
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
！
』

【
所
持
メ
モ
リ
】

【
ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
】

「
切
札
の
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
６
つ
の
メ
モ
リ
の
う
ち
、

最
も
汎
用
性
の
高
い
メ
モ
リ
と
も
言
え
る
。
人
間
の
肉
体
の
運
動
能
力
を
極
限

に
ま
で
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
に
特
化
し
た
戦
士
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

ダ
ブ
ル
へ
の
変
身
時
、
最
初
に
使
用
す
る
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
モ
リ
で
も
あ
る
。

【
メ
タ
ル
メ
モ
リ
】

「
闘
士
の
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
最
大
の
腕
力
と
防
御
力
を

も
つ
ボ
デ
ィ
を
生
成
す
る
。
メ
タ
ル
ボ
デ
ィ
と
共
に
メ
タ
ル
シ
ャ
フ
ト
も
同
時

生
成
し
、
剛
健
な
る
戦
士
を
生
み
出
す
。

【
ト
リ
ガ
ー
メ
モ
リ
】

「
銃
撃
手
の
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
射
撃
攻
撃
に
特
化
し
た

メ
モ
リ
で
あ
る
。
ト
リ
ガ
ー
ボ
デ
ィ
と
共
に
、
専
用
銃
で
あ
る
ト
リ
ガ
ー
マ
グ

ナ
ム
を
同
時
に
生
成
し
、
強
力
な
銃
士
を
生
み
出
す
。

射
撃
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
爆
発
的
な
威
力
を
持
つ
重
火
器
の
記
憶
も
内
包
す
る
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た
め
、
パ
ワ
ー
が
高
く
、
取
扱
い
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
セ
リ
カ
】

身
長
１
５
０
セ
ン
チ
。

体
重
４
８
キ
ロ
。

Ｂ
９
９
セ
ン
チ
。

Ｗ
５
８
セ
ン
チ
。

Ｈ
８
５
セ
ン
チ
。

ビ
ギ
ン
ズ
ナ
イ
ト
の
際
に
『
鳴
海
宗
一
』
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
名
前
以
外
の

記
憶
を
失
っ
た
少
女
。

偶
に
寝
て
る
間
に
着
て
る
物
（
下
着
込
み
）
を
脱
ぐ
事
が
あ
る
。

『
星
の
本
棚
』
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
事
が
出
来
る
が
、

自
ら
の
過
去
を
読
む
事
は
出
来
な
い
。

龍
星
と
共
に
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
に
変
身
す
る
。

精
神
の
み
メ
モ
リ
と
融
合
し
、
変
身
す
る
為
残
っ
た
身
体
は
そ
の
場
に
倒
れ
る
。

そ
の
際
、
傍
に
誰
か
が
入
れ
ば
身
体
を
任
せ
る
が
、
『
あ
あ
、
そ
う
そ
う
。
ボ

ク
の
身
体
に
悪
戯
し
た
ら
駄
目
だ
よ
？
ボ
ク
の
身
体
は
リ
ュ
ウ
く
ん
の
物
な
ん

だ
か
ら
』
等
と
言
い
龍
星
を
困
惑
さ
せ
る
事
が
あ
る
。

口
癖
は
『
興
味
深
い
』
『
実
に
面
白
い
』
『
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
よ
』
等
。

【
所
持
メ
モ
リ
】

【
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
】

「
風
の
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
最
も
ス
ピ
ー
ド
に
長
け
た
特

性
を
持
つ
。

気
圧
変
化
を
促
す
能
力
も
持
ち
、
最
大
出
力
で
こ
の
力
を
取
り
込
む
と
周
囲
の

気
圧
が
変
動
し
、
風
を
呼
ぶ
。
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ダ
ブ
ル
へ
の
変
身
時
、
最
初
に
使
用
す
る
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
モ
リ
で
も
あ
る
。

【
ヒ
ー
ト
メ
モ
リ
】

「
熱
き
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
高
熱
と
闘
争
本
能
を
か
き
た

て
る
極
め
て
攻
撃
性
の
高
い
メ
モ
リ
で
あ
る
。

強
烈
な
熱
を
操
る
事
が
出
来
る
こ
の
メ
モ
リ
を
使
用
す
る
と
、
周
囲
の
空
気
が

熱
で
歪
む
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
現
す
る
。

【
ル
ナ
メ
モ
リ
】

「
幻
想
の
記
憶
」
を
内
包
し
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
、
６
本
の
う
ち
、
最
も
謎
め

い
た
メ
モ
リ
で
あ
る
。
超
常
的
な
力
を
司
る
能
力
を
も
ち
、
ダ
ブ
ル
の
肉
体
を

自
在
に
変
化
さ
せ
る
他
、
シ
ャ
フ
ト
を
鞭
に
変
え
、
マ
グ
ナ
ム
の
弾
道
を
意
図

的
に
変
え
る
力
を
持
つ
。

【
鳴
海
宗
一
】

龍
星
の
所
属
す
る
【
鳴
海
探
偵
事
務
所
】
の
所
長
。

ロ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ス
カ
ル
メ
モ
リ
を
使
っ
て
【
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ス
カ
ル
】

に
変
身
し
て
風
都
を
守
っ
て
い
た
。
現
在
行
方
不
明
中
。
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
（
後
書
き
）

次
回
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
す
か
ね
。

更
新
は
不
定
期
で
す
。
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序
章
・
Ｗ
の
目
覚
め
／
鳴
海
探
偵
事
務
所
の
朝
（
前
書
き
）

序
章
で
す
。

龍
星
と
セ
リ
カ
、
二
人
の
バ
カ
ッ
プ
ル
ぶ
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

で
は
、
ど
う
ぞ
。
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序
章
・
Ｗ
の
目
覚
め
／
鳴
海
探
偵
事
務
所
の
朝

風
の
吹
く
街
『
風
都
』

こ
の
街
に
は
ド
ー
パ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
超
人
が
存
在
す
る
。

奴
等
は
自
ら
の
力
に
飲
ま
れ
、
人
々
に
害
を
成
す
存
在
だ
。

だ
が
、
こ
の
街
に
は
ド
ー
パ
ン
ト
に
対
抗
す
る
存
在
『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
』
が
い

る
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は
人
々
に
仇
な
す
ド
ー
パ
ン
ト
が
現
れ
る
と
風
と
共
に
現
れ
ド

ー
パ
ン
ト
を
退
治
す
る
と
風
と
共
に
去
っ
て
い
く
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
は
風
都
の
伝
説
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
た
。

風
都
に
あ
る
『
鳴
海
探
偵
事
務
所
』
。

此
処
に
一
人
の
男
が
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
窓
か
ら
外
の
景
色
を
眺
め
て
い

た
。

『
左
　
龍
星
』
…
…
そ
れ
が
彼
の
名
だ
。

「
セ
リ
カ
の
奴
、
起
き
て
こ
ね
ぇ
な
？
」

そ
う
言
っ
て
彼
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
干
す
と
、
事
務
所
の
一
角
に
あ
る
扉
を
開

け
中
へ
と
入
っ
て
行
っ
た
。

長
い
階
段
を
降
り
る
と
其
処
は
ガ
レ
ー
ジ
に
繋
が
っ
て
い
た
。

「
お
い
、
セ
リ
カ
！
い
る
ん
だ
ろ
？
」

『
う
ぅ
ん
…
…
』

ガ
レ
ー
ジ
の
一
角
か
ら
艶
の
あ
る
女
性
の
声
が
し
た
。

龍
星
が
声
の
し
た
方
に
歩
い
て
行
く
と
其
処
に
は
巨
大
な
車
と
、
前
面
が
黒
で

後
ろ
半
分
が
緑
色
の
バ
イ
ク
が
あ
っ
た
。

「
セ
リ
カ
の
奴
、
ま
た
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ダ
ー
の
整
備
し
な

が
ら
寝
や
が
っ
た
な
？
」
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龍
星
は
巨
大
な
車
…
…
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
と
コ
ク
ピ
ッ

ト
を
開
け
た
。

プ
シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
と
共
に
コ
ク
ピ
ッ
ト
が
開
く
と
、
中
に
は
素
っ
裸
の
女

性
が
く
ぅ
く
ぅ
と
寝
息
を
立
て
て
眠
っ
て
い
た
。

「
っ
た
く
、
『
ま
た
』
裸
で
寝
や
が
っ
て
…
…
。
お
い
、
起
き
ろ
セ
リ
カ
」

そ
う
言
っ
て
、
龍
星
は
裸
の
女
性
の
肩
に
手
を
当
て
て
軽
く
揺
さ
ぶ
る
。

「
ぅ
ん
…
…
、
あ
あ
。
お
早
う
リ
ュ
ウ
く
ん
。
…
…
お
や
、
リ
ュ
ウ
く
ん
困
る

な
ぁ
。
こ
ん
な
朝
早
く
か
ら
愛
し
合
う
の
か
い
？
」

起
き
た
彼
女
…
…
セ
リ
カ
は
差
し
て
困
っ
た
様
子
も
無
く
龍
星
の
前
に
隠
す
事

無
く
そ
の
見
事
な
裸
体
を
さ
ら
け
出
し
た
。

「
ア
ホ
。
『
ま
た
』
寝
て
る
間
に
脱
い
だ
ん
だ
ろ
う
が
」

龍
星
は
セ
リ
カ
が
寝
て
い
た
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
を
指
差
す
。
其

処
に
は
キ
チ
ン
と
畳
ま
れ
た
セ
リ
カ
の
物
ら
し
き
衣
服
と
下
着
が
置
い
て
あ
っ

た
。

「
あ
あ
、
『
ま
た
』
や
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
。
最
近
、
リ
ュ
ウ
く
ん
と
一
緒
に

寝
て
な
い
か
ら
ね
。
欲
求
不
満
か
な
？
」

セ
リ
カ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
も
そ
も
そ
と
下
着
を
身
に
付
け
始
め
た
。

「
さ
て
、
待
た
せ
た
ね
。
朝
食
は
も
う
食
べ
た
か
い
？
」

「
い
や
、
ま
だ
だ
。
セ
リ
カ
の
作
る
飯
の
方
が
旨
い
か
ら
な
」

「
あ
は
、
嬉
し
い
事
を
言
っ
て
く
れ
る
ね
。
じ
ゃ
あ
、
早
速
準
備
に
掛
か
ろ
う
」

着
替
え
終
わ
っ
た
セ
リ
カ
は
龍
星
の
腕
を
取
り
、
そ
の
豊
満
な
胸
を
押
し
付
け

な
が
ら
階
段
を
上
っ
て
い
く
。

「
お
い
、
当
た
っ
て
る
ぞ
？
」

「
う
ふ
ふ
、
当
て
て
る
の
さ
♪
」

そ
ん
な
バ
カ
ッ
プ
ル
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
扉
を
開
き
、
二
人
は
事

務
所
へ
と
入
る
。

「
お
待
た
せ
、
じ
ゃ
あ
食
べ
よ
う
か
」



15

「
い
た
だ
き
ま
す
」

龍
星
と
セ
リ
カ
は
互
い
に
向
き
合
っ
て
椅
子
に
座
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ

た
朝
食
を
取
り
始
め
る
。

因
み
に
、
本
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ト
ー
ス
ト
に
ハ
ム
エ
ッ
グ
、
サ
ラ
ダ
に
龍
星
特

製
の
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
。

「
所
で
、
リ
ュ
ウ
く
ん
？
今
日
は
何
で
こ
ん
な
に
早
く
か
ら
ボ
ク
を
起
こ
し
た

ん
だ
い
？
何
時
も
は
も
う
少
し
遅
い
の
に
」

セ
リ
カ
が
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
龍
星
に
聞
く
。

「
何
、
今
日
は
セ
リ
カ
の
力
を
借
り
る
事
が
起
き
る
気
が
し
た
の
さ
」

「
成
る
程
…
…
。
リ
ュ
ウ
く
ん
の
感
だ
ね
？
と
、
な
る
と
ド
ー
パ
ン
ト
関
連
の

依
頼
が
来
る
ね
」

龍
星
の
感
は
高
確
率
で
当
た
る
。
特
に
ド
ー
パ
ン
ト
関
連
だ
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

に
近
い
確
率
で
当
た
る
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
１
時
間
後
―
―
。

龍
星
の
感
は
当
た
り
、
鳴
海
探
偵
事
務
所
の
ド
ア
が
悲
し
み
の
風
と
共
に
開
き
、

今
日
も
ま
た
龍
星
と
セ
リ
カ
の
忙
し
い
１
日
が
幕
を
開
け
る
の
で
あ
っ
た
。
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序
章
・
Ｗ
の
目
覚
め
／
鳴
海
探
偵
事
務
所
の
朝
（
後
書
き
）

次
回
は
原
作
の
第
１
話
で
す
ね
。

こ
の
作
品
で
は
な
る
べ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
モ
リ
の
ド
ー
パ
ン
ト
を
出
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

バ
カ
と
テ
ス
ト
と
年
上
の
同
級
生
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
～
Ｂ
Ｔ
Ｔ
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
の
相
違
点
に
つ
い
て
。

こ
の
作
品
の
登
場
人
物
は
拙
作
『
バ
カ
と
テ
ス
ト
と
年
上
の
同
級
生
』
の
登
場

人
物
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

主
人
公
『
榊
龍
星
』
と
『
左
龍
星
』
の
相
違
点
は
榊
龍
星
と
違
い
左
龍
星
は
、

・
大
病
を
患
っ
て
い
な
い
。

・
ハ
リ
セ
ン
を
使
わ
な
い
。

・
超
怒
級
シ
ス
コ
ン
で
は
な
い
。

の
三
つ
で
す
。
後
は
殆
ど
同
じ
で
す
。

ヒ
ロ
イ
ン
『
瀬
川
芹
香
』
と
『
セ
リ
カ
』
の
相
違
点
は
、

・
小
声
で
は
な
い
。

・
身
長
が
セ
リ
カ
の
方
が
少
し
低
い
。

・
や
た
ら
と
大
胆
。

・
欲
求
不
満
に
な
る
と
、
寝
て
る
間
に
服
（
下
着
込
み
）
を
脱
ぐ
。

の
４
つ
で
す
。
後
は
龍
星
へ
の
想
い
も
含
め
て
全
て
同
じ
で
す
ね
。

で
は
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美
波
「
次
回
は
ウ
チ
の
出
番
が
あ
る
わ
よ
！
」
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第
１
話
 

Ｍ
の
襲
撃
／
現
れ
る
Ｗ
（
前
書
き
）

第
１
話
に
御
座
い
ま
す
。

初
め
に
言
っ
て
お
き
ま
す
。

か
な
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
混
ざ
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
の
第
１
話
と
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
い
う
訳
で
、
コ
レ
を
お
読
み
の
方
は
、
コ
レ
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
武
の
妄
想
が
爆
発
し

た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
で
は
な
い
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
と
思
っ
て
下
さ
い
。

多
分
こ
れ
か
ら
ド
ン
ド
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
展
開
が
混
ざ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
良
い
と
い
う
勇
者
な
方
は
ど
う
ぞ
、
お
進
み
下
さ
い
。
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第
１
話
 

Ｍ
の
襲
撃
／
現
れ
る
Ｗ

風
都
に
あ
る
か
も
め
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
の
入
り
口
の
す
ぐ
横
に
あ
る
鳴
海
探
偵
事

務
所
の
入
り
口
の
前
に
一
人
の
女
性
が
立
っ
て
い
た
。

「
此
処
が
お
父
さ
ん
の
探
偵
事
務
所
ね
」

そ
う
言
っ
て
女
性
は
入
り
口
の
ド
ア
を
勢
い
良
く
開
け
放
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
、
ウ
チ
会
い
に
来
た
よ
ー
っ
！
」

当
然
、
中
に
い
る
の
は
龍
星
と
セ
リ
カ
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。

「
「
「
…
…
…
…
誰
？
」
」
」

三
人
揃
っ
て
間
の
抜
け
た
声
で
言
っ
た
。

「
あ
、
あ
ん
た
ら
誰
よ
！
此
処
は
ウ
チ
の
お
父
さ
ん
の
事
務
所
よ
！
」

「
ち
ょ
、
落
ち
着
け
。
ぎ
ゃ
ー
ぎ
ゃ
ー
騒
が
れ
た
ら
自
己
紹
介
も
出
来
ん
だ
ろ
」

騒
ぐ
女
性
に
龍
星
が
そ
う
言
う
と
、
女
性
は
取
り
敢
え
ず
黙
っ
た
。

「
よ
し
、
取
り
敢
え
ず
コ
ー
ヒ
ー
で
も
入
れ
よ
う
。
話
は
そ
れ
か
ら
だ
」

暫
く
し
て
、
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
た
龍
星
が
戻
り
三
人
は
コ
ー
ヒ
ー
を
す
す
り
な

が
ら
自
己
紹
介
を
す
る
事
に
し
た
。

「
先
ず
は
俺
か
ら
い
こ
う
。
俺
は
鳴
海
探
偵
事
務
所
の
所
長
代
理
の
左
龍
星
。

そ
し
て
、
こ
い
つ
は
」

「
は
じ
め
ま
し
て
、
ボ
ク
の
名
前
は
セ
リ
カ
。
よ
ろ
し
く
」

「
ウ
チ
の
名
前
は
鳴
海
美
波
。
此
処
の
所
長
の
鳴
海
宗
一
の
娘
よ
」

「
「
は
い
？
」
」

二
人
の
目
が
点
に
な
っ
た
。

「
だ
・
か
・
ら
！
ウ
チ
は
鳴
海
宗
一
の
娘
だ
っ
て
ば
！
」

「
マ
ジ
か
っ
！
！
お
や
っ
さ
ん
、
あ
の
面
で
結
婚
出
来
た
の
か
！
？
」

「
こ
、
こ
れ
は
驚
い
た
。
鳴
海
宗
一
の
娘
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
と
は
…
…
」

美
波
の
言
葉
に
龍
星
と
セ
リ
カ
は
驚
い
た
。

「
色
々
引
っ
か
か
る
け
ど
良
い
わ
。
所
で
お
父
さ
ん
は
？
ど
こ
に
い
る
の
？
」

龍
星
と
セ
リ
カ
の
顔
が
少
し
曇
る
。

美
波
は
そ
ん
な
二
人
の
様
子
に
は
気
付
か
ず
事
務
所
内
を
探
し
回
っ
て
い
た
。
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「
お
父
さ
ー
ん
、
ど
こ
ー
？
」

「
（
ど
う
す
る
ん
だ
い
？
真
実
を
告
げ
る
の
か
い
？
）
」

「
（
い
や
、
告
げ
な
い
。
今
は
ま
だ
…
…
な
）
お
や
っ
さ
ん
は
今
、
海
外
出
張

中
だ
。
お
や
っ
さ
ん
が
い
な
い
間
、
俺
が
所
長
代
理
を
し
て
い
る
ん
だ
」

「
え
、
そ
う
な
の
？
」

龍
星
の
言
葉
に
美
波
が
悲
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。

「
ど
う
し
よ
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
。
」
え
、
な
に
？
」

美
波
が
何
か
を
言
お
う
と
し
た
時
、
龍
星
が
そ
れ
に
待
っ
た
を
か
け
た
。

「
お
客
様
だ
」

コ
ン
コ
ン
。

龍
星
が
入
り
口
の
ド
ア
を
見
る
と
同
時
に
ノ
ッ
ク
が
響
く
。

「
ど
う
ぞ
。
お
入
り
下
さ
い
」

が
ち
ゃ
っ

「
あ
の
、
鳴
海
探
偵
事
務
所
は
こ
こ
で
…
…
龍
星
君
？
」

「
あ
？
も
し
か
し
て
…
…
美
穂
か
？
」

依
頼
人
は
龍
星
の
顔
を
見
て
驚
く
。

そ
れ
に
対
し
て
セ
リ
カ
は
ム
ッ
と
し
た
表
情
に
な
り
、
龍
星
の
背
中
に
引
っ
付

く
。
無
論
、
『
当
て
て
』
い
る
。

「
…
…
リ
ュ
ウ
く
ん
、
彼
女
は
誰
だ
い
？
」

「
ん
？
ど
う
し
た
、
セ
リ
カ
？
彼
女
は
佐
藤
美
穂
。
俺
の
高
校
時
代
の
友
達
だ

よ
」

龍
星
は
引
っ
付
く
セ
リ
カ
の
髪
を
撫
で
な
が
ら
依
頼
人
『
佐
藤
美
穂
』
の
紹
介

を
す
る
。

「
で
、
今
日
は
ど
う
し
た
？
っ
て
依
頼
…
…
だ
よ
な
」

ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
美
穂
に
話
し
掛
け
る
龍
星
。

「
う
ん
。
実
は
こ
の
人
を
捜
し
て
欲
し
い
の
」

そ
う
言
っ
て
、
美
穂
は
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
か
ら
一
枚
の
写
真
を
取
り
出
し
た
。

「
こ
の
人
は
？
」

「
平
賀
源
二
。
３
日
前
か
ら
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
…
…
私
の
同
僚
で
恋
人
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よ
」

写
真
に
写
っ
て
い
る
男
は
誠
実
そ
う
で
人
当
た
り
の
良
い
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い

た
。

「
彼
と
私
は
ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
一
緒
に
働
い
て
い
た

の
。
で
も
、
少
し
前
か
ら
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
荒
れ
出
し
て
、
完
全
に
連
絡

が
取
れ
な
く
な
っ
た
の
は
３
日
前
。
最
後
に
届
い
た
メ
ー
ル
が
こ
れ
よ
」

そ
う
言
っ
て
美
穂
は
携
帯
を
取
り
出
し
、
最
後
に
届
い
た
と
い
う
メ
ー
ル
を
龍

星
に
見
せ
た
。

「
『
僕
は
奴
ら
を
赦
せ
な
い
。
美
穂
、
愚
か
な
僕
を
許
し
て
く
れ
』
…
…
か
。

日
付
は
４
日
前
。
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
１
日
前
か
」

龍
星
は
平
賀
源
二
か
ら
届
い
た
と
い
う
メ
ー
ル
を
読
み
上
げ
る
。

「
ふ
む
、
ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
と
い
う
と
最
近
、
爆
発
事
故
が
多
発
し
て
い
る

風
都
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
ね
。
リ
ュ
ウ
く
ん
、
こ
の
依
頼
引
き
受
け

よ
う
」

セ
リ
カ
は
龍
星
の
背
中
に
引
っ
付
い
た
ま
ま
、
龍
星
に
提
案
す
る
。

「
あ
あ
、
と
い
う
訳
だ
。
美
穂
、
安
心
し
ろ
。
俺
達
に
解
決
出
来
な
い
依
頼
は

無
い
」

そ
う
言
っ
て
、
龍
星
は
立
ち
上
が
り
帽
子
か
け
に
か
け
て
い
た
黒
い
帽
子
を
被

る
。

「
悪
い
な
、
美
波
。
暫
く
の
間
、
待
っ
て
い
て
く
れ
。
セ
リ
カ
後
は
任
せ
た
。

俺
は
ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
の
事
故
現
場
に
行
っ
て
く
る
」

そ
う
言
い
残
し
、
龍
星
は
ガ
レ
ー
ジ
へ
と
降
り
て
い
っ
た
。

「
来
た
わ
ね
、
探
偵
」

「
ん
？
龍
星
殿
で
は
無
い
か
？
此
処
は
部
外
者
立
ち
入
り
禁
止
じ
ゃ
ぞ
？
」

ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
の
事
故
現
場
に
は
風
都
署
の
刑
事
で
あ
る
木
下
優
子
、
秀

吉
の
双
子
の
姉
弟
が
い
た
。

「
す
ま
ん
な
。
依
頼
の
調
査
で
調
べ
に
ゃ
な
ら
ん
事
が
あ
っ
て
な
」
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龍
星
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
取
っ
て
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ダ
ー
か
ら
降
り
る
と
、
二
人
に

近
付
き
な
が
ら
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
事
故
は
『
ド
ー
パ
ン
ト
』
の
仕
業
っ
て
事
？
」

「
い
や
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
ド
ー
パ
ン
ト
の
仕
業
か
、
只
の
事
故
か
…
…
」

龍
星
は
現
場
に
近
づ
い
て
し
ゃ
が
む
と
破
片
を
調
べ
始
め
る
。

「
私
達
も
散
々
調
べ
た
け
ど
、
何
も
出
て
な
い
わ
よ
？
」

「
有
無
。
ド
ー
パ
ン
ト
の
仕
業
で
は
無
い
と
思
う
が
の
」

二
人
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
龍
星
は
黙
々
と
調
べ
る
。

「
…
…
爆
発
事
故
だ
っ
た
よ
な
？
」

「
え
ぇ
、
そ
う
よ
」

「
そ
の
割
に
は
焦
げ
た
よ
う
な
跡
が
無
い
な
」

龍
星
の
指
摘
に
二
人
は
は
っ
と
し
て
破
片
を
見
る
。

「
確
か
に
爆
発
な
ら
破
片
に
焼
け
た
跡
が
あ
っ
て
も
可
笑
し
く
な
い
わ
ね
」

「
し
か
し
、
ど
の
破
片
に
も
焼
け
た
よ
う
な
跡
は
無
い
の
じ
ゃ
」

爆
発
は
炎
と
共
に
発
生
す
る
事
が
多
い
。
故
に
多
少
な
り
と
も
破
片
に
焼
け
た

跡
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、
こ
の
現
場
に
散
乱
す
る
破
片
に
は
ど

れ
も
焼
け
た
跡
は
無
か
っ
た
。

「
…
…
」

龍
星
は
少
し
考
え
る
と
、
ス
タ
ッ
グ
フ
ォ
ン
（
龍
星
と
セ
リ
カ
が
持
っ
て
い
る

ク
ワ
ガ
タ
の
形
を
し
た
携
帯
電
話
。
ス
タ
ッ
グ
メ
モ
リ
と
呼
ば
れ
る
疑
似
メ
モ

リ
を
使
用
す
る
事
で
ク
ワ
ガ
タ
の
形
に
な
り
あ
る
程
度
の
自
立
行
動
を
取
る
事

が
出
来
る
）
を
取
り
出
す
と
セ
リ
カ
に
連
絡
す
る
。

『
ど
う
し
た
ん
だ
い
？
』

「
あ
あ
、
今
ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
の
現
場
に
い
る
ん
だ
が
、
ど
う
に
も
只
の
事

故
じ
ゃ
無
い
み
た
い
だ
。
破
片
に
焼
け
た
跡
が
全
く
無
い
」

『
ふ
む
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
検
索
も
難
し
い
な
。
も
う
少
し
探
っ
て
み
て
く
れ
な

い
か
？
そ
れ
と
、
ボ
ク
は
何
時
で
も
イ
ケ
る
か
ら
ね
？
』

「
あ
あ
、
分
か
っ
た
」
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ス
タ
ッ
グ
フ
ォ
ン
を
仕
舞
う
と
、
龍
星
は
木
下
姉
弟
の
方
を
向
こ
う
と
し
て
、

動
き
を
止
め
る
。

龍
星
の
視
線
の
先
に
は
、
捜
索
対
象
の
平
賀
源
二
が
い
た
。

「
…
…
平
賀
源
二
、
だ
な
？
」

「
平
賀
源
二
！
ア
ナ
タ
に
聞
き
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
風
都
署
ま
で
ご
同
行
を

願
い
ま
す
」

優
子
が
警
察
手
帳
を
出
し
、
平
賀
に
近
付
こ
う
と
す
る
と
、
龍
星
が
そ
れ
を
止

め
る
。

「
探
偵
？
」

「
奴
が
手
に
持
っ
て
い
る
物
を
見
ろ
」

平
賀
が
手
に
持
っ
て
い
る
物
。
そ
れ
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
の
よ
う
な
形
を
し

た
メ
モ
リ
だ
っ
た
。

「
「
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
！
」
」

「
ド
ー
パ
ン
ト
…
…
か
」

「
俺
の
…
…
俺
の
邪
魔
を
す
る
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
」

平
賀
は
叫
ぶ
と
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。

『
マ
ギ
ウ
ス
！
』

機
械
音
が
響
き
、
平
賀
は
自
分
の
肩
に
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
押
し
付
け
る
。

す
る
と
、
溶
け
る
よ
う
に
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
が
平
賀
の
身
体
に
入
り
込
み
そ
の
身

体
に
変
化
を
起
こ
し
、
化
け
物
の
姿
に
な
る
。

『
が
あ
あ
あ
あ
っ
！
』

「
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
か
…
…
」

龍
星
が
呟
く
と
同
時
に
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
が
動
き
始
め
る
。

『
フ
ァ
イ
ア
！
』

手
の
平
か
ら
炎
の
固
ま
り
が
龍
星
目
掛
け
飛
ん
で
く
る
。

「
う
お
っ
と
！
」

よ
け
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
グ
フ
ォ
ン
を
取
り
出
す
と
セ
リ
カ
に
連
絡
を
取
る
。
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『
リ
ュ
ウ
く
ん
、
大
変
だ
！
美
波
ち
ゃ
ん
が
居
な
い
！
』

「
何
っ
！
こ
っ
ち
も
ド
ー
パ
ン
ト
が
出
て
大
変
な
ん
だ
ぞ
！
」

セ
リ
カ
が
電
話
に
出
る
と
同
時
に
告
げ
ら
れ
た
出
来
事
に
驚
き
な
が
ら
、
龍
星

も
用
件
を
伝
え
る
。

「
兎
に
角
、
セ
リ
カ
！
『
変
身
』
す
る
ぞ
！
美
波
は
後
で
捜
そ
う
！
」

『
分
か
っ
た
！
』

電
話
を
切
り
、
龍
星
は
自
分
の
腰
に
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
と
呼
ば
れ
る
ア
イ
テ

ム
を
付
け
、
黒
い
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
構
え
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。

同
じ
頃
、
鳴
海
探
偵
事
務
所
で
も
同
じ
よ
う
に
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
付
け
た

セ
リ
カ
が
緑
色
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
構
え
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
』

『
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

『
『
変
身
！
』
』

セ
リ
カ
が
緑
色
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
側
の
ス
ロ
ッ
ト

に
差
し
込
む
と
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
が
消
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
ま
る
で
意
識
を
失

っ
た
か
の
よ
う
に
セ
リ
カ
が
倒
れ
込
ん
だ
。

同
じ
頃
、
龍
星
の
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
側
の
ス
ロ
ッ
ト
に
緑
色
の
ガ
イ
ア

メ
モ
リ
が
現
れ
、
そ
れ
を
更
に
差
し
込
む
。
そ
し
て
同
じ
よ
う
に
左
側
の
ス
ロ

ッ
ト
に
黒
い
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
差
し
込
ん
で
、
両
方
の
ス
ロ
ッ
ト
を
開
く
。

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
』

『
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

再
び
機
械
音
が
響
き
、
龍
星
の
身
体
を
風
が
包
み
込
ん
だ
。
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そ
し
て
風
が
消
え
た
時
、
其
処
に
龍
星
の
姿
は
無
く
、
右
半
身
が
緑
、
左
半
身

が
黒
い
怪
人
が
佇
ん
で
い
た
。

『
貴
様
は
…
…
誰
だ
！
』

マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
が
怪
人
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
が
、
怪
人
は
そ
れ
を
よ

け
て
話
す
。

「
『
俺
達
は
Ｗ
。
風
都
の
涙
を
拭
う
２
色
の
ハ
ン
カ
チ
。
二
人
で
一
人
の
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
だ
』
」

怪
人
…
…
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
は
左
手
の
人
差
し
指
を
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト

に
向
け
、

「
『
さ
あ
、
お
前
の
罪
を
数
え
ろ
』
」

と
、
決
め
た
。

近
く
の
街
路
樹
の
陰
で
隠
れ
な
が
ら
見
て
い
る
一
人
の
女
性
に
気
付
か
な
い
ま

ま
で
…
…
。

「
龍
星
君
が
半
分
こ
怪
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
…
…
そ
ん
な
の
、
ウ
チ
聞
い
て

な
い
！
」

次
回
へ
続
く
…
…
。
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第
１
話
 

Ｍ
の
襲
撃
／
現
れ
る
Ｗ
（
後
書
き
）

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
～
Ｂ
Ｔ
Ｔ
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
の
第
１
話
で
し
た
。

平
賀
源
二
君
と
佐
藤
美
穂
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の
方
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
解
説
。

『
マ
ギ
ウ
ス
』
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
第
１
話
に
出
た
マ
グ
マ
の
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
代
わ
り
に
出
し

た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
。

『
魔
術
師
の
記
憶
』
を
封
じ
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
で
使
用
者
は
様
々
な
魔
術
を
使

う
『
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
』
に
な
る
。

平
賀
源
二
は
手
に
入
れ
た
ば
か
り
で
ま
だ
使
い
こ
な
し
て
は
い
な
い
が
、
使
い

こ
な
せ
ば
、
か
な
り
強
力
な
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
。

マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
は
、
黒
い
覆
面
と
マ
ン
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
怪
人
。

右
手
に
は
杖
を
持
っ
て
い
る
。

バ
カ
と
テ
ス
ト
と
年
上
の
同
級
生
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
～
Ｂ
Ｔ
Ｔ
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
に
お
け
る
『
美
波
』
の
相
違
点
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
～
Ｂ
Ｔ
Ｔ
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
～
に
お
け
る
美
波
は
、
島
田

姓
で
は
な
く
、
鳴
海
姓
に
な
っ
て
い
る
。
役
割
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
に
お
け
る

『
鳴
海
亜
希
子
』
。

バ
カ
年
と
の
違
い
は
、
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・
ド
イ
ツ
育
ち
で
は
無
い
。

・
ツ
ッ
コ
ミ
担
当
。
獲
物
は
ス
リ
ッ
パ
で
は
な
く
ハ
リ
セ
ン
。

・
今
後
出
て
来
る
照
井
竜
役
の
明
久
と
恋
仲
に
な
る
。

の
三
点
で
す
ね
。
今
の
所
は
。

因
み
に
、
鳴
海
宗
一
は
バ
カ
テ
ス
の
鉄
人
こ
と
西
村
宗
一
教
諭
で
す
。

母
親
の
名
前
は
鳴
海
洋
子
、
高
橋
女
史
で
す
。

妹
の
鳴
海
葉
月
ち
ゃ
ん
も
い
ま
す
。

出
て
来
る
か
は
不
明
で
す
が
。

取
り
敢
え
ず
こ
ん
な
所
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
募
集
も
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
２
話
Ｍ
の
襲
撃
／
新
た
な
る
ド
ー
パ
ン
ト
？
（
前
書
き
）

第
２
話
で
す
。
基
本
的
に
短
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
ぞ
。
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第
２
話
Ｍ
の
襲
撃
／
新
た
な
る
ド
ー
パ
ン
ト
？

「
行
く
ぜ
？
」

Ｗ
は
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
。

『
リ
ュ
ウ
く
ん
、
奴
は
ど
う
や
ら
メ
モ
リ
を
使
い
こ
な
し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

今
の
内
に
止
め
て
あ
げ
よ
う
』

サ
イ
ク
ロ
ン
サ
イ
ド
の
目
が
点
滅
し
、
セ
リ
カ
が
龍
星
に
話
し
か
け
た
。

「
勿
論
だ
！
う
お
り
ゃ
あ
！
」

Ｗ
が
パ
ン
チ
を
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
放
つ
。

『
ぐ
が
っ
！
』

「
は
っ
！
て
い
っ
！
そ
り
ゃ
あ
っ
！
」

Ｗ
は
正
拳
・
裏
拳
・
肘
撃
ち
の
連
撃
を
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
叩
き
込
む
。

『
こ
の
っ
！
』

マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
が
右
手
に
持
っ
た
杖
か
ら
雷
が
ほ
と
ば
し
る
。

「
く
っ
！
」

「
き
ゃ
あ
っ
！
」
Ｗ
を
狙
っ
た
雷
が
そ
れ
、
美
波
が
隠
れ
た
街
路
樹
の
す
ぐ
近

く
に
落
ち
る
。

『
ま
ず
い
！
右
後
方
１
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
街
路
樹
の
後
ろ
に
美
波
ち
ゃ
ん
が

い
る
！
』

再
び
サ
イ
ク
ロ
ン
サ
イ
ド
の
目
が
点
滅
し
、
龍
星
に
注
意
を
促
す
。

「
な
っ
！
何
で
い
る
ん
だ
、
あ
の
馬
鹿
！
」

Ｗ
は
跳
び
下
が
る
と
美
波
の
い
る
街
路
樹
ま
で
走
っ
た
。

「
あ
っ
！
」

「
っ
た
く
、
何
し
に
来
た
！
待
っ
て
い
ろ
と
言
っ
た
だ
ろ
う
が
！
」

Ｗ
は
美
波
の
手
を
引
っ
張
る
と
、
ス
タ
ッ
グ
フ
ォ
ン
を
取
り
出
し
操
作
す
る
。

「
あ
、
あ
ん
た
、
一
体
何
者
な
の
っ
！
あ
の
化
け
物
は
何
な
の
よ
っ
！
？
」

美
波
が
叫
ぶ
中
、
凄
ま
じ
い
爆
音
を
あ
げ
て
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
が
到
着
す
る
。

『
後
で
教
え
て
あ
げ
る
よ
』

「
だ
か
ら
、
今
は
こ
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
ろ
」
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セ
リ
カ
と
龍
星
は
優
し
く
言
い
な
が
ら
、
美
波
を
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
に
乗
せ
て
、

頭
を
撫
で
る
。

「
あ
」

プ
シ
ュ
ー

美
波
は
何
か
を
言
お
う
と
し
た
が
そ
の
前
に
リ
ボ
ル
ギ
ャ
リ
ー
の
キ
ャ
ノ
ピ
ー

が
閉
ま
っ
た
。

「
さ
て
、
悪
い
が
約
束
が
出
来
ち
ま
っ
た
ん
で
ね
。
本
気
で
い
く
」

Ｗ
は
再
び
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
走
り
よ
る
と
、
今
度
は
蹴
り
技
主
体
で

攻
撃
を
開
始
す
る
。

『
邪
魔
を
す
る
な
ぁ
っ
！
』

マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
は
風
や
炎
と
言
っ
た
魔
術
で
攻
撃
す
る
が
、
か
す
る

程
度
で
Ｗ
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
事
が
出
来
な
い
。

「
ほ
ら
よ
！
」

Ｗ
が
回
し
蹴
り
を
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
お
見
舞
い
す
る
。

『
ぎ
ゃ
ば
っ
！
』

『
リ
ュ
ウ
く
ん
！
ト
ド
メ
と
行
こ
う
』

「
お
う
！
」

Ｗ
が
黒
い
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
…
…
ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
引
き
抜
く
と
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
伸
び
る
ベ
ル
ト
の
右
腰
に
あ
る
マ
キ
シ
マ
ム

ス
ロ
ッ
ト
に
ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
差
し
込
み
ボ
タ
ン
を
叩
く
。

『
ジ
ョ
ー
カ
ー
マ
キ
シ
マ
ム
ド
ラ
イ
ブ
！
』

「
『
は
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
』
」

風
と
共
に
舞
い
上
が
り
、
Ｗ
は
両
脚
を
揃
え
そ
し
て
叫
ぶ
。

「
『
ジ
ョ
ー
カ
ー
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
！
』
」

Ｗ
必
殺
の
蹴
り
が
マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
に
吸
い
込
ま
れ
る
。

『
ぐ
っ
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
！
！
！
』

マ
ギ
ウ
ス
・
ド
ー
パ
ン
ト
が
爆
発
し
、
爆
煙
が
晴
れ
た
後
に
は
人
間
に
戻
っ
た
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平
賀
源
二
と
『
Ｍ
』
が
刻
ま
れ
た
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
が
落
ち
て
い
た
。
だ
が
、
ガ

イ
ア
メ
モ
リ
は
パ
キ
ン
と
い
う
軽
い
音
と
共
に
砕
け
る
。

「
さ
て
、
後
は
任
せ
る
ぜ
？
木
下
姉
妹
」

「
任
せ
と
い
て
」

「
儂
は
男
じ
ゃ
！
」

優
子
と
秀
吉
が
平
賀
に
近
付
こ
う
と
し
た
そ
の
時
で
あ
る
。

『
っ
！
？
二
人
共
、
平
賀
源
二
か
ら
離
れ
る
ん
だ
！
』

サ
イ
ク
ロ
ン
サ
イ
ド
の
セ
リ
カ
が
焦
っ
た
よ
う
に
木
下
姉
弟
に
叫
ぶ
。

「
「
な
っ
！
」
」

木
下
姉
弟
が
平
賀
源
二
か
ら
離
れ
る
と
同
時
に
地
面
か
ら
巨
大
な
手
が
生
え
平

賀
源
二
を
掴
む
と
ま
た
地
面
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。

「
あ
、
あ
り
ゃ
な
ん
だ
…
…
？
」

『
恐
ら
く
何
ら
か
の
ド
ー
パ
ン
ト
だ
と
思
う
け
ど
…
…
。
兎
に
角
、
変
身
を
解

除
し
よ
う
。
美
波
ち
ゃ
ん
に
も
ド
ー
パ
ン
ト
や
ボ
ク
達
に
つ
い
て
説
明
し
な
い

と
』

「
あ
あ
、
そ
う
だ
な
」

そ
う
言
っ
て
、
Ｗ
は
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
引
き
抜
き
、

龍
星
の
姿
に
戻
り
停
め
て
あ
っ
た
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ダ
ー
に
跨
が
る
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
被
り
走
り
去
っ
て
行
っ
た
。

「
説
明
し
て
く
れ
る
ん
で
し
ょ
？
」

事
務
所
に
戻
る
な
り
美
波
は
龍
星
に
詰
め
寄
っ
た
。

「
あ
の
化
け
物
は
何
！
？
同
じ
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
あ
な
た
は
一
体
何
者
な
の

っ
！
」

「
落
ち
着
き
た
ま
え
。
今
か
ら
説
明
す
る
か
ら
」

セ
リ
カ
が
コ
ー
ヒ
ー
を
啜
り
な
が
ら
美
波
に
落
ち
着
く
よ
う
に
言
っ
た
。

「
む
ぅ
～
」

美
波
は
不
承
不
承
と
言
っ
た
感
じ
で
椅
子
に
座
る
と
用
意
さ
れ
て
い
た
コ
ー
ヒ

ー
を
飲
む
。

「
先
ず
は
…
…
そ
う
だ
な
。
あ
の
怪
物
『
ド
ー
パ
ン
ト
』
に
つ
い
て
教
え
て
お
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こ
う
」

セ
リ
カ
が
ど
こ
か
ら
共
無
く
眼
鏡
と
黒
板
を
取
り
出
す
と
、
黒
板
に
『
ド
ー
パ

ン
ト
』
と
書
く
。

「
ド
ー
パ
ン
ト
と
は
、
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
と
呼
ば
れ
る
物
の
力
で
変
身
し
た
人
間

の
事
だ
よ
。
因
み
に
コ
レ
が
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
」

そ
う
言
っ
て
、
セ
リ
カ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
を
取
り
出
す
と
美
波
に
見
せ
る
。

「
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
は
地
球
の
記
憶
を
内
包
し
た
メ
モ
リ
で
ね
、
ボ
ク
達
の
よ
う

に
ド
ラ
イ
バ
ー
を
持
た
な
い
限
り
は
生
体
コ
ネ
ク
タ
ー
を
作
り
直
に
肉
体
に
取

り
込
む
ん
だ
」

セ
リ
カ
は
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
り
出
す
と
美
波
に
見
せ
る
。

「
そ
し
て
、
君
も
見
た
あ
の
よ
う
な
化
け
物
の
姿
に
な
る
。
次
に
ボ
ク
達
が
変

身
し
た
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
に
つ
い
て
だ
け
ど
…
…
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！
ボ
ク
達
っ
て
ウ
チ
が
見
た
時
は
コ
イ
ツ
が
あ
の
半
分
こ

怪
人
に
な
っ
た
の
よ
？
ア
ナ
タ
は
居
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
！
」

「
そ
れ
は
簡
単
。
あ
の
姿
は
ボ
ク
達
が
こ
の
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
変

身
し
た
姿
だ
か
ら
さ
」

詰
め
寄
る
美
波
に
セ
リ
カ
は
し
れ
っ
と
答
え
る
。

セ
リ
カ
が
美
波
に
説
明
を
し
て
い
る
時
、
龍
星
は
椅
子
に
座
り
考
え
事
を
し
て

い
た
。

考
え
る
事
は
あ
の
時
現
れ
た
巨
大
な
手
。

（
あ
れ
は
、
ど
う
見
て
も
ド
ー
パ
ン
ト
…
…
だ
ろ
う
な
。
だ
が
、
あ
ん
な
巨
大

な
ド
ー
パ
ン
ト
が
い
る
の
か
？
）

龍
星
は
考
え
事
を
し
な
が
ら
、
何
気
な
く
テ
レ
ビ
の
電
源
を
入
れ
る
。

「
っ
！
？
お
い
、
セ
リ
カ
！
」

「
何
だ
い
？
…
…
っ
！
こ
れ
は
…
…
」

「
え
、
ち
ょ
っ
と
、
ど
う
い
う
事
？
」

テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
た
の
は
、
平
賀
源
二
が
死
体
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
だ
っ
た
。
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次
回
へ
続
く
。
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第
２
話
Ｍ
の
襲
撃
／
新
た
な
る
ド
ー
パ
ン
ト
？
（
後
書
き
）

平
賀
君
、
デ
ッ
ド
エ
ン
ド
で
す
。

平
賀
フ
ァ
ン
の
皆
様
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

巨
大
な
手
は
原
作
の
Ｔ
・
レ
ッ
ク
ス
ド
ー
パ
ン
ト
の
代
わ
り
の
ド
ー
パ
ン
ト
で

す
。
基
本
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ド
ー
パ
ン
ト
で
行
き
ま
す
。

で
は
、
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｔ
の
襲
来
／
探
偵
は
真
実
に
辿
り
着
く
（
前
書
き
）

今
回
ち
ら
っ
と
平
賀
を
殺
し
た
犯
人
が
現
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
。
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Ｔ
の
襲
来
／
探
偵
は
真
実
に
辿
り
着
く

「
く
そ
っ
！
一
体
ど
う
な
っ
て
る
ん
だ
っ
！
」

ニ
ュ
ー
ス
で
流
れ
た
『
平
賀
源
二
』
死
亡
を
聞
い
た
龍
星
は
腹
立
ち
紛
れ
に
机

を
バ
ァ
ン
と
叩
い
た
。

「
リ
ュ
ウ
く
ん
落
ち
着
い
て
」

「
落
ち
着
い
て
ら
れ
る
か
！
」

セ
リ
カ
が
龍
星
を
宥
め
よ
う
と
す
る
が
、
龍
星
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
。

「
取
り
敢
え
ず
、
優
子
と
秀
吉
に
会
っ
て
く
る
！
」

「
む
っ
！
あ
の
二
人
に
会
う
な
ら
ボ
ク
も
行
く
！
」

龍
星
が
帽
子
を
被
り
、
外
に
出
よ
う
と
す
る
と
、
む
っ
と
し
た
セ
リ
カ
が
一
緒

に
行
く
と
言
い
出
し
た
。

「
あ
の
、
ウ
チ
は
ど
う
し
た
ら
…
…
」

美
波
が
ポ
ツ
リ
と
呟
く
。

「
～
っ
！
好
き
に
し
ろ
！
美
波
、
原
付
は
乗
れ
る
か
？
」

「
え
、
う
ん
。
免
許
は
あ
る
け
ど
」

「
な
ら
、
コ
レ
に
乗
っ
て
つ
い
て
来
い
」

そ
う
言
っ
て
、
龍
星
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
風
都
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『

風
都
く
ん
』
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
付
い
た
鍵
を
取
り
出
し
美
波
に
投
げ
る
。

「
わ
っ
」

美
波
は
そ
れ
を
受
け
取
る
と
、
嬉
し
そ
う
に
龍
星
の
後
を
追
う
。

龍
星
と
セ
リ
カ
の
乗
る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ダ
ー
と
美
波
の
乗
る
原
付
が
風
都
警
察

署
の
前
に
停
ま
る
。

「
探
偵
！
丁
度
良
か
っ
た
わ
。
連
絡
取
ろ
う
と
し
て
た
の
よ
」

「
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
奴
じ
ゃ
」

優
子
と
秀
吉
が
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
玄
関
か
ら
出
て
来
て
言
っ
た
。

「
あ
の
ニ
ュ
ー
ス
本
当
な
の
か
？
」
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「
…
…
え
ぇ
、
本
当
よ
。
被
害
者
は
平
賀
源
二
、
２
２
歳
。
風
都
の
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョ
ッ
プ
『
ウ
イ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
』
に
勤
め
て
い
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
よ
。
ま
ぁ
、

一
週
間
前
に
退
職
し
て
何
処
か
で
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
入
手
。
ド
ー
パ
ン
ト
に
な

っ
て
暴
れ
て
い
た
所
を
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
手
に
よ
り
倒
さ
れ
た
が
巨
大
な
手
に

連
れ
去
ら
れ
遺
体
と
な
っ
て
発
見
」

「
今
に
至
る
…
…
と
」

優
子
の
説
明
に
龍
星
が
頷
く
。

「
優
子
ち
ゃ
ん
、
平
賀
源
二
の
遺
体
を
発
見
し
た
人
は
誰
な
ん
だ
い
？
」

セ
リ
カ
が
龍
星
に
引
っ
付
い
た
ま
ま
、
優
子
に
尋
ね
る
。

「
第
一
発
見
者
は
佐
藤
美
穂
。
平
賀
源
二
と
同
じ
職
場
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

働
い
て
い
た
わ
」

「
美
穂
が
…
…
？
」

優
子
の
言
葉
に
龍
星
が
何
か
が
引
っ
か
か
っ
た
よ
う
な
顔
を
す
る
。

「
あ
れ
？
佐
藤
美
穂
っ
て
事
務
所
に
依
頼
に
来
た
人
じ
ゃ
…
…
？
」

美
波
が
呟
く
。

「
な
ぬ
！
？
本
当
か
の
、
セ
リ
カ
殿
？
」

「
あ
あ
、
本
当
だ
よ
」

秀
吉
の
言
葉
に
セ
リ
カ
が
頷
く
。

「
…
…
探
偵
？
」

「
あ
り
が
と
う
、
優
子
。
も
う
少
し
、
探
っ
て
み
る
」

そ
う
言
っ
て
、
龍
星
は
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ダ
ー
に
跨
が
っ
た
。

所
変
わ
っ
て
、
と
あ
る
ス
タ
ジ
オ
内
。

龍
星
と
セ
リ
カ
、
そ
し
て
美
波
は
ス
タ
ジ
オ
内
に
て
あ
る
男
を
待
っ
て
い
た
。

「
…
…
待
た
せ
た
な
」

「
す
ま
ん
な
。
仕
事
中
に
」

龍
星
は
や
っ
て
き
た
男
に
頭
を
下
げ
る
。

男
の
名
は
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
。
本
名
は
土
屋
康
太
と
言
う
が
、
仕
事
上
の
名
前
で

あ
る
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
の
方
が
有
名
だ
。
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「
…
…
…
…
一
段
落
付
い
た
か
ら
構
わ
な
い
。
そ
れ
で
、
欲
し
い
情
報
は
？
」

「
平
賀
源
二
が
ど
う
や
っ
て
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
を
入
手
し
た
か
」

龍
星
は
懐
か
ら
一
万
円
を
取
り
出
す
と
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
に
渡
し
た
。

「
…
…
…
…
平
賀
源
二
は
と
あ
る
廃
工
場
で
ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
売
人
と
会
っ
て

い
る
の
を
目
撃
さ
れ
て
い
る
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
が
龍
星
に
語
り
出
す
。

「
そ
の
際
、
平
賀
は
一
人
で
売
人
と
会
っ
て
い
た
の
か
？
」

「
…
…
…
…
い
や
、
話
に
よ
る
と
平
賀
源
二
は
一
人
で
は
無
く
奥
に
も
う
一
人

い
た
そ
う
だ
」

「
も
う
一
人
…
…
。
そ
い
つ
が
男
か
女
か
分
か
ら
な
い
か
？
」

「
…
…
…
…
残
念
だ
が
、
暗
か
っ
た
ら
し
く
顔
は
見
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
が
顔
を
左
右
に
振
り
な
が
ら
言
っ
た
。

「
そ
う
か
…
…
。
仕
事
中
悪
か
っ
た
な
」

「
…
…
…
…
気
に
す
る
な
」

龍
星
は
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
に
挨
拶
す
る
と
立
ち
上
が
り
、
出
口
に
向
か
っ
て
歩
き

出
し
た
。

一
端
事
務
所
に
戻
っ
た
龍
星
は
今
度
は
一
人
で
、
平
賀
が
売
人
に
会
っ
て
い
た

と
い
う
廃
工
場
に
来
て
い
た
。

「
何
か
手
掛
か
り
が
あ
る
か
と
思
っ
て
来
て
み
た
が
…
…
」

そ
う
言
っ
て
龍
星
は
廃
工
場
の
中
へ
と
歩
い
て
い
く
。

調
べ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
何
か
を
蹴
飛
ば
し
た
よ
う
な
感
触
が
あ
っ
た
。

「
あ
？
こ
れ
は
羽
飾
り
の
ブ
ロ
ー
チ
？
」

龍
星
が
蹴
飛
ば
し
た
物
は
年
代
物
の
羽
飾
り
の
ブ
ロ
ー
チ
だ
っ
た
。

「
こ
れ
は
確
か
…
…
」

龍
星
は
そ
の
ブ
ロ
ー
チ
に
見
覚
え
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
高
校
時
代
に
友
人
が

大
切
に
し
て
い
た
物
で
…
…
。

「
ま
さ
か
、
平
賀
と
い
た
も
う
一
人
は
あ
い
つ
な
の
か
…
…
？
」

龍
星
が
辿
り
着
い
た
真
実
に
驚
愕
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。
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『
タ
イ
タ
ン
！
』

「
！
」

ガ
イ
ア
メ
モ
リ
の
起
動
音
が
響
き
渡
り
、
龍
星
の
足
下
か
ら
巨
大
な
手
が
は
え

て
く
る
。

「
く
そ
っ
！
セ
リ
カ
っ
！
」

龍
星
は
間
一
髪
そ
れ
を
交
わ
す
と
、
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
腰
に
装
着
し
て
ジ

ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
構
え
る
。

一
方
そ
の
頃
―
。

事
務
所
に
い
た
セ
リ
カ
の
腰
に
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
が
現
れ
龍
星
の
声
が
セ
リ

カ
の
頭
に
響
く
。

「
オ
ー
ケ
ー
だ
よ
、
リ
ュ
ウ
く
ん
」

セ
リ
カ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
を
構
え
る
と
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
美
波
に
向

か
っ
て
、

「
美
波
ち
ゃ
ん
、
ボ
ク
の
身
体
を
頼
ん
だ
よ
？
そ
う
そ
う
、
悪
戯
し
た
ら
駄
目

だ
よ
？
ボ
ク
の
身
体
は
リ
ュ
ウ
く
ん
の
物
な
ん
だ
か
ら
♪
」

そ
う
言
っ
て
ウ
イ
ン
ク
を
し
な
が
ら
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
の
起
動
ス
イ
ッ
チ
を

押
し
た
。

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
』

「
セ
リ
カ
、
何
言
っ
て
ん
だ
！
」

龍
星
は
そ
う
言
っ
て
ジ
ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
の
起
動
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
。
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『
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

「
「
変
身
！
」
」

龍
星
の
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
の
右
側
の
ス
ロ
ッ
ト
に
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
が
現

れ
て
同
時
に
事
務
所
内
の
セ
リ
カ
が
倒
れ
美
波
が
慌
て
つ
つ
、

「
ウ
チ
こ
ん
な
の
聞
い
て
な
い
っ
！
」

と
叫
ぶ
。

龍
星
は
サ
イ
ク
ロ
ン
メ
モ
リ
を
更
に
差
し
込
む
と
左
側
の
ス
ロ
ッ
ト
に
ジ
ョ
ー

カ
ー
メ
モ
リ
を
差
し
込
み
、
右
手
で
左
側
の
ス
ロ
ッ
ト
を
左
手
で
右
側
の
ス
ロ

ッ
ト
を
開
き
、
手
を
広
げ
る
。

『
サ
イ
ク
ロ
ン
！
ジ
ョ
ー
カ
ー
！
』

す
る
と
、
龍
星
の
身
体
を
風
が
包
み
込
み
龍
星
は
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
サ
イ
ク
ロ

ン
ジ
ョ
ー
カ
ー
（
以
下
Ｗ
Ｃ
Ｊ
と
記
す
）
に
変
身
し
て
い
た
。

「
さ
ぁ
、
行
く
ぜ
？
」

そ
う
言
っ
て
Ｗ
Ｃ
Ｊ
は
駆
け
出
そ
う
と
す
る
が
、
地
面
か
ら
生
え
て
く
る
巨
大

な
腕
に
邪
魔
さ
れ
て
上
手
く
動
け
な
い
で
い
た
。

「
く
そ
っ
！
」

『
リ
ュ
ウ
く
ん
、
メ
モ
リ
チ
ェ
ン
ジ
だ
！
此
処
は
ル
ナ
ト
リ
ガ
ー
で
行
こ
う
！
』

「
っ
し
ゃ
っ
！
」

セ
リ
カ
の
声
に
従
っ
て
、
龍
星
は
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
サ
イ
ク
ロ
ン
、
ジ

ョ
ー
カ
ー
メ
モ
リ
を
引
き
抜
く
と
右
側
の
ス
ロ
ッ
ト
に
金
色
の
、
左
側
の
ス
ロ
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ッ
ト
に
青
色
の
メ
モ
リ
を
差
し
込
ん
だ
。

『
ル
ナ
！
ト
リ
ガ
ー
！
』

起
動
音
と
共
に
、
Ｗ
の
色
が
右
側
が
金
色
に
左
側
が
青
色
に
変
わ
る
。

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
ル
ナ
ト
リ
ガ
ー
（
以
降
は
Ｗ
Ｌ
Ｔ
と
記
す
）
だ
。

Ｗ
Ｌ
Ｔ
は
ト
リ
ガ
ー
マ
グ
ナ
ム
を
取
り
出
す
と
マ
グ
ナ
ム
の
引
き
金
を
引
く
。

ド
ン
ッ
ド
ン
ッ
ド
ン
と
い
う
音
と
共
に
金
色
の
弾
丸
が
放
た
れ
巨
大
な
腕
を
穿

っ
て
い
く
。

『
リ
ュ
ウ
く
ん
、
前
方
の
壁
の
後
ろ
に
ド
ー
パ
ン
ト
だ
！
』

ル
ナ
サ
イ
ド
の
セ
リ
カ
が
い
つ
の
間
に
か
飛
ば
し
て
い
た
バ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ト

か
ら
受
け
取
っ
た
デ
ー
タ
か
ら
ド
ー
パ
ン
ト
の
位
置
を
割
り
出
し
た
。

【
バ
ッ
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
・
カ
メ
ラ
型
の
ツ
ー
ル
。
『
擬
似
メ
モ
リ
・
バ
ッ
ト
』

を
差
し
込
む
事
で
、
簡
易
Ａ
Ｉ
を
備
え
た
コ
ウ
モ
リ
型
偵
察
機
に
変
形
す
る
。

メ
モ
リ
を
ル
ナ
に
変
え
る
事
で
超
音
波
に
よ
る
索
敵
も
可
能
】

「
分
か
っ
た
！
」

そ
う
言
っ
て
、
再
び
ト
リ
ガ
ー
マ
グ
ナ
ム
の
引
き
金
を
引
く
Ｗ
Ｌ
Ｔ
。

だ
が
今
度
は
腕
に
当
た
ら
ず
に
弾
道
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
壁
の
裏
側
へ
と
飛
ん

で
い
っ
た
。

『
ぐ
あ
っ
！
』

弾
丸
は
見
事
に
隠
れ
て
い
た
ド
ー
パ
ン
ト
に
命
中
し
た
。
同
時
に
巨
大
な
腕
も

崩
れ
、
元
の
瓦
礫
へ
と
還
っ
て
い
っ
た
。

「
さ
て
、
お
前
が
平
賀
源
二
を
殺
し
た
犯
人
だ
な
？
」

Ｗ
Ｌ
Ｔ
は
ト
リ
ガ
ー
マ
グ
ナ
ム
を
構
え
な
が
ら
、
ド
ー
パ
ン
ト
に
近
づ
い
て
い

く
。

『
…
…
』
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ド
ー
パ
ン
ト
は
近
づ
い
て
く
る
Ｗ
Ｌ
Ｔ
を
一
言
も
発
さ
ず
に
た
だ
見
つ
め
て
い

た
。

『
リ
ュ
ウ
く
ん
、
気
を
付
け
る
ん
だ
。
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ね
』

セ
リ
カ
が
龍
星
に
注
意
を
促
す
。

『
…
…
ん
』

ド
ー
パ
ン
ト
が
何
や
ら
呟
い
た
。

「
…
…
今
、
救
っ
て
や
る
」

龍
星
は
ト
リ
ガ
ー
メ
モ
リ
を
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
引
き
抜
く
と
ト
リ
ガ
ー

マ
グ
ナ
ム
に
差
し
込
み
、
セ
ッ
ト
す
る
。

『
ト
リ
ガ
ー
！
マ
キ
シ
マ
ム
ド
ラ
イ
ブ
！
』

Ｗ
Ｌ
Ｔ
は
ト
リ
ガ
ー
マ
グ
ナ
ム
を
ド
ー
パ
ン
ト
に
向
け
構
え
る
が
、
次
の
瞬
間

ド
ー
パ
ン
ト
は
大
地
へ
と
溶
け
込
ん
で
い
っ
た
。

『
逃
げ
た
み
た
い
だ
ね
』

「
…
…
あ
あ
」

そ
う
言
っ
て
、
Ｗ
Ｌ
Ｔ
は
ダ
ブ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
メ
モ
リ
を
引
き
抜
き
龍
星

へ
と
戻
る
。

「
…
…
、
本
当
に
お
前
な
の
か
？
」
龍
星
の
呟
き
は
風
都
の
風
に
紛
れ
、
誰
か

に
届
く
事
は
無
か
っ
た
。

次
回
に
続
く
。
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Ｔ
の
襲
来
／
探
偵
は
真
実
に
辿
り
着
く
（
後
書
き
）

次
回
Ｔ
と
の
決
着
で
す
。

メ
モ
リ
の
名
前
が
ち
ら
っ
と
出
て
ま
す
ね
。

能
力
自
体
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
武
の
創
作
で
す
の
で
実
際
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
モ
リ
紹
介
は
次
回
で
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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